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●産みの「痛み」である陣痛は，他の痛みとは異なる特

別なニュアンスをもって語られてきました。前号特集で

も紹介したように，麻酔を用いてお産の痛みを軽減し，

出産することを選択する女性も現れてきています。河合

論文「最近出産した女性283人の痛みに対する気持ち」

では，無痛分娩についてどのように考えているか，女性

のニーズの多様性が見て取れました。いま，お産の現場

では，お産に伴う「痛み」の意味づけやそこへのアプロ

ーチの仕方が，あらためて問われる時代に入ってきたと

も考えることができるのではないでしょうか。 (綿貫)

●突然ですが，最近身体がかゆいです。アレルギー体質

なので，新たなアレルゲンに出合ったのかもしれませ

ん。植物，食べ物，動物，ハウスダスト。疑わしいものを

遠ざけてみても，やはりかゆいのです。原因がわからな

いというのは身動きがとれなくなるほど不安です。お産

の痛みも同様に，すさまじく痛いという情報が先立ち，

身体の中で何が起きているのか，なぜ痛いのかわからな

い段階では，とても不安だと思います。1つひとつ痛み

の理由を確認し，納得できれば自然と受け入れられるの

かもしれません。今はとにかく皮膚科に行きます。(吉田)
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